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後藤玲子「潜在能力アプローチの臨床的展開に向けて――障害の視点にもとづく潜在能力アプローチの批判的検討――」、

報告骨子
0．報告の進め方について

　本報告の目的：潜在能力アプローチの紹介。本日は、臨床の場面で浮上する問題を中心に語ります。経済学的な調査・理論構築に向けた議論は、今回は省略し、別の機会にゆずります。また、聴覚障害を持つ人に合わせてレジュメにそって話します（アドリブは抑えます）。以下は、論文の各節で扱う内容のアウトラインです。今回、省略する部分に関しては、そのポイントを少し詳しく記しましたのでご参照ください。

1節．自己紹介と問題関心

　2つの異なる、けれども関連し合った関心があります。

○ある人がどんな苦しみを抱えているのか、それをどうやったら適切にとらえられるのか、その人により適した支援はどんなものなのか、どうやったらそれを見きわめられるのか、こういった問題を考えるためには、人の行いや在りように着目する必要がある。でも、何に着目したらよいのか（臨床的な場面での関心）。

○社会で移転可能な人的資源・物的資源を有効に分配し、生産するためには（そのためのシステムを設計するうえでは）、資源が使われていく先（消費）の先（つまりはその資源がさまざまな境遇にある個々人の行いや在りようをどれだけ援けるか）をみきわめる必要がある（経済理論的な関心）。

　これらを考察するてがかりがアマルティア・センの提出した潜在能力アプローチ。残念ながら、これを使えばすらすら解ける！と言える類のものではないけれど、問題を解こうとする際に、見逃しがちないくつかの視点をパッケージで示してくれる、そういった利点はあります。

2節．潜在能力アプローチの概念的定義（⇒論文本体へ戻ります）

　機能 (functioning)、機能ベクトル（さまざまな種類の機能の組み合わせ）、潜在能力(capability)、評価（evaluation）

3節．潜在能力アプローチの哲学的意味（⇒論文本体へ戻ります）

　能力（capable）、パワー、権利、自由；福祉的自由への権利、

4節．潜在能力の定式化（省略：ここの記述を読みます）

　ここでは、経済学モデルとその拡張方法について論じます。着目点は次の3つです。

①異なる種類の資源（さまざまな財やサービス、所得、時間）の組み合わせ方を変えることによって、同一の機能をもたらすことができる。

②同一の資源の振り分け方を変えることによって、異なる種類の機能の組み合わせを実現できる。

③異なる種類の機能の組み合わせ方を変えることにより、同一の福祉（well-being）をもたらすことができる。

ここから、本人の潜在能力に属するある機能ベクトルを実現する背後には、どういう種類の機能をどのように組合せるかという選択、そのためには、どういう種類の資源をどのように組み合せるかという選択、それらを異なる機能の間にどのように振り分けるかという選択、の余地がある点を明らかにすることが経済学的な定式化の目的です。

5節．潜在能力の測定

（1）機能リストの特定化に付随する問題点（⇒論文本体を読みます）、①制度慣習的な制約性、②リストに入れられる機能とリストから外れる機能という分類それ自体がもたらす問題。

（2）潜在能力の測定（省略：ここの記述を読みます）

ここでは、個々人が現在、実現している機能ベクトルの背後にあって、本人が資源などの用い方を変えることにより実現可能となる（ただし、かならずしも実現しているわけではない）諸機能ベクトルを推測しながら、個々人の潜在能力を測定することの困難さを述べつつ、その方法をラフスケッチしています。

6節．潜在能力の個人内・個人間比較可能性について（省略：ここの記述を読みます）

ここでは、複数の指標を立てて比較しようとするときに直面せざるをえない問題（多次元指標問題）を扱います。「3節で紹介した例において、例えば施設改修と介助者増員という2つの支援策があり、改修策は増員策に比べて「部屋で落着く」機能の最大実現値を高めるものの、「入浴する」機能のそれを低め、増員策はその逆であるとしたら、いずれのもとで実現する潜在能力も他方を包含しないことになる。この場合には、これら2つをどのように比較したらよいのだろうか」。結論的には、比較にあたって、どんな機能を、どういう理由で偏重するのか、といった規範的基準を明示化することの重要性が強調されます。

7節．測定にともなう規範的問題（⇒論文本体を読みます）

　1．本人の世界そのもの、あるいは、本人の描く自己の状態像とのかい離しはしまいか。

　2．潜在能力を測定し比較することは能力主義の助長につながらないか。

8節．結びに代えて（⇒論文本体を読みます）

　測定の問題（どんな機能をどんな重みで）と分配の問題との区別と連関。

　潜在能力にもとづく資源の社会的分配に関してどのように社会的評価を形成するか。
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